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　平成14年度の始めにはワールドカップ大会の開
催と日本チームの活躍で久しぶりに明るい気持ち
になったが、その後北朝鮮の拉致問題と核開発、
イラク戦争の勃発などの国際問題で緊張が高まり、
国内では政府主導の構造改革が思うような効果を
上げられず経済の低迷が続き、国民の負担増が強
いられて先行きの不安感、閉塞感が充満している
ように思われる。�
　一方、医療状況は診療報酬改定の影響を受け多
くの医療機関では収入の減少による経営悪化を来
たし、また今年の被保険者本人の３割負担による
患者数の減少などますます経営は厳しい状態に追
い込まれている。当院でも昨年度は３年ぶりに実
質上の赤字となり、順調に解消していた不良債務
の増加を来たし、経営戦略の根本的な見直しを余
儀なくされている。昨年の医療改革は医療におけ
る機能分化と連携の促進が基本とされているが、
多くの不採算部門を抱える自治体病院として、ど
のようにして医療の質を落とさず経営を安定化さ
せ得るか、きわめて難しい状況にある。�
　このような中で当院では、不足していた一般病
床を22床増加させて総数401床とし、需要に応じ
た病床数の再編を行い、効率的な医療を行う環境
を整えた。また、外来部門では遅ればせながら院
外処方を導入したが、約85％の患者さんの協力を
得て順調に実施でき、薬剤師不足の解消と入院服
薬指導の強化を可能にした。小児科医の不足によ
る小児救急は社会問題にもされているが、昨年か
ら小児科医を１名増員することができ住民のニー
ズに答える体制を確立したことは、良質の医療を
提供するうえに一つの前進であると評価している。
一方、年末から猛威をふるったSARS 問題に対し
ても当院は地域の基幹病院として、疑い患者の受
け入れ体制、院内感染の拡大防止策、また地域住
民の啓蒙など、室蘭市医師会、室蘭保健所ととも
に率先してその役割を果たしたと考えている。今
年度は地域医療連携をよりいっそう発展させ、効
率的な医療の実践にあたると共に、救急医療の充
実をはかり、地域住民の要望に応えたいと考えて
いる。�
　診療に多忙を極める中で当院の医師、コメディ
カルを中心に本医学雑誌が発行されているが、今
年も貴重な症例報告や研究発表が掲載され、さら
に各部門の業績も整理されてこの一年間のあゆみ
が記録された。また、最近は欧米雑誌への積極的
な投稿もみられ、Lancet, J.Gastroentel などに掲
載されたことは当院の医学レベルを評価する上で
非常に喜ばしいと考えられる。来年度からは臨床
研修制度が実施され、研修医の教育も担う予定で
あるのでいっそう多忙を極めることになるが、医
学の研鑽の一つの指標として本誌をますます充実
させたいと願っている。�
